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夏休みに庄内の海と食に詳しくなっちゃおう！ 

庄内 
（偶数月に発行します） 

総合支庁ニュース

山形県庄内総合支庁広報誌 

月号 ８
令和４年 

 8月4日、小学5・6年生20名を対象に、「食の都

庄内」サマースクールを開催しました。 

 内容は、ミニ料理体験、漁船と冷凍庫の見学、

漁船や漁法についての講義、庄内の洋食文化に

ついての説明とランチ実食、新聞づくりなど盛りだく

さん！東北公益文科大学の4名がサポート参加し

てくれました。 

ミニ料理体験では、酒田市の西洋割烹花月の

阿部三喜夫シェフが講師となり、ハタハタのムニエ

ル作り。ここでは酒田調理師専門学校の学生が

優しく子どもたちを補助してくれました。

 庄内の洋食文化については、ホテルリッチ＆

ガーデン酒田の佐藤徹総料理長が説明。庄内浜

地域産業経済課 農産物利用拡大・調整担当 

☎ 0235-66-5490

のお魚のポワレ プロヴァンス風をランチでいただきまし

た。庄内のお魚のおいしさを体験した子どもたちは

「おいしい」と笑顔を輝かせていました。 

 参加した子どもたちからは「楽しかった！」の声が多

く寄せられ、とても充実した一日となったようです。 

 これからも「食の都庄内」の魅力を多くの皆さまに

発信していきます。 

天気も良く、楽しく放流できました！ 

 7月30日、酒田港内で、県内の親子40名に参加い

ただき、ヒラメの稚魚の放流体験を実施しました。 

 当日は快晴で日差しも強かったのですが、時々風が

吹き抜ける絶好の放流日和でした。 

 始めにヒラメについて簡単に説明した後、早速、放

流体験です。海水とヒラメが入ったバケツを受け取っ

た子どもたちの中には、「さわれない！でもかわい

い！」となかなか放流しない子がいるかと思えば、「大

きくなって帰ってきてね！」と1尾ずつ放流する子も。

思い出に残る放流体験になったようです。 
水産振興課 振興・普及担当 ☎ 0234-24-6045 

「お魚放流体験 in 庄内浜」 
今年はヒラメの 

稚魚だよ！ 

ミニ料理体験

「食の都庄内」サマースクール ～庄内の魚と洋食文化～ 
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早朝便利用で往復 

最大16,000円キャッシュバック!! 

 県内への移住や就職を希望する39歳以下の方を対

象に、庄内空港発着早朝便の航空券購入費をキャッ

シュバックするキャンペーンを行っています。

助成額は片道5,000円、復路も早朝便を利用すると

往復10,000円、さらに移住希望者は、既存キャン

ペーンと組み合わせると、往復最大16,000円の助成

が適用されます。  

 この夏、移住相談や就職活動等の検討をされる際に

ぜひご利用ください。 

～ 移住希望・就職活動応援キャンペーン中！ ～ 

 庄内空港からの二次交通の整備に向けて、7月16日

～9月25日までの27日間（期間中の土・日・祝日と8月

12日）、路線バスが運行されていない地域（湯野浜・加

茂・由良）へのシャトルバスの実証運行を行っています。 

 バス利用時に「ショウコウチェリカ」や「Suica」など全国

交通系ICカードも利用できるようにし、県外の利用者の

利便性の向上、また非接触型による新型コロナの感染

防止を図っています。 

 空港を利用されるご家族や知人の方をお迎えする際

など、バスで夏の海岸線の景色と沿線の魅力をご堪能さ

れてはいかがでしょうか。  

コロナ禍に
おける

子ども家庭支援課 ☎ 0235-66-2117 

子どもたちの“自分さがし”応援団に！ 
※ 「ＶＵＣＡ（ブーカ）」とは

Volatility（変動性）・Uncertainty（不確実性）・

Complexity（複雑性）・Ambiguity（曖昧性）の

頭文字を取った言葉で、未来の予測が難しく

なる状況のことを意味する。

オンラインでの研修会の様子

「ショウコウチェリカ」でめぐる夏の庄内路 

総務課 連携支援室 

☎ 0235-66-5442

 移住希望相談の場合、県または市

町が行う助成事業との併用が可能で

す。その場合、航空券購入額から他

の助成額を控除した金額が助成額の

上限となります。 

総務課 連携支援室 

☎ 0235-66-5442

子育て支援者向け研修会を オンライン開催 

 庄内地域の子育て支援を行う民間団体と庄内総合支庁・市町で構

成される「庄内地域子育て応援協議会」では、コロナ禍における子育

て支援について学ぶ研修会を7月7日にオンラインで開催しました。 

 汐見稔幸氏（一般社団法人家族・保育デザイン研究所代表理事・東京大学名

誉教授・白梅学園大学名誉会長）を講師に、管内の子育て支援センターや保育

所等の職員約140名が参加しました。 

 汐見氏からは、コロナ禍で子育て世代に起きている問題について説明があり、この

VUCA（未来の予測が難しくなる状況）の時代を生きる子どもたちに必要なこととし

て、コミュニケーション力や思考力を育てることの重要性をお話いただきました。 

 当協議会では、今後も各事業を通して、庄内地域での子育てを支援する環境づ

くりを推進していきます。 

↑おいしい庄内空港 
ファンクラブ
会員募集中!!

庄内空港利用振興協議会の取組み 

庄内空港シャトルバス 
湯野浜・加茂・由良に向けて 

実証運行中！ 

■料金
乗ってから 降りるまで

500円
(小学生250円) 
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 観音様は詣でる人の願いを33の姿で救うとされています。これにちなん

で、古くから33カ所の観音堂をお参りする巡礼が行われてきました。県内

には庄内、最上、置賜の各地に三十三観音があり、あわせて『やまがた出

羽百観音』と呼ばれています。（ちなみに県内で完結する百観音は全国で

唯一本県だけです。） 

 この貴重な精神文化である巡礼を若者が体験し、魅力を発信する事

業を、酒田南高等学校観光地域創生専攻の生徒の協力をいただいて

行っています。 

 最初の巡礼体験となる7月26日には、10ヵ所の観音様をお参りしました。生徒は御住職様と一緒に般若心経をお

唱えしたり、「お経を唱え観音様の名前を何回も呼んで、願いを聞いてもらう。」等の話を伺って観音様信仰の理解を

深めました。生徒の一人からは、「海外に住んでいてお寺は初めて。全てが金色でキラキラしていて綺麗。」との感想

がありました。 生徒は2年かけて三十三観音を全て巡礼します。どんな魅力を発信してくれるのか楽しみです。 

地域産業経済課 観光振興室  ☎ 0235-66-2126 

＜事業報告＞中高生による庄内の魅力発見、職業体験 

庄内三十三観音の魅力を新発見！！ 

「人を助けたい気持ち」が高まった！ 

 庄内保健所では、看護師の魅力に触れ、進路の一つして考えてもらうきっか

け作りとして「看護師の仕事」について庄内の子どもたちに知ってもらう取組みを

行っています。 

 7月は三川中学校の2年生と、鶴岡北高等学校の1，2年生の医療系進学希

望者に向けての学習会を実施しました。 

 三川中学校の生徒には、心肺蘇生法・人工呼吸法の実践や、鶴岡市立荘内病院の看護師から仕事の実際を学

んでもらいました。また、鶴岡北高等学校の生徒は、手洗いチェッカーで手洗いの大切さを体験。参加者からは、

「道で倒れている人がいたら、助けられる」と前向きで勇気ある感想がありました。 

 高校生の中には看護師だけでなく、理学療法士や薬剤師への道を考えている生徒もいる中、「看護師として地域

の役に立ちたい」としっかりとした目標を持って参加した生徒もいて、とても心強かったです。なお、この学習会は今後

も予定されています。親子行事でも可能ですから、ご希望がありましたら学校を通してお申し込み下さい。 

“看護の仕事”を学ぶ学習会 

保健企画課 企画調整担当 ☎ 0235-66-5528 

 庄内総合支庁建設部では、昨年度に引き続きインターンシップ（就業体験学習）

事業の一環として、7月6日～7月8日の3日間、鶴岡工業高校建築課の生徒2名

の受入れを行いました。 

そのうち、河川砂防課では、「女殺沢川
おんなころしさわかわ

砂防えん堤工事」「後ロ山
う し ろ や ま

地区擁壁
よ う へ き

設置

工事」「比子地区海岸第2号ヘッドランド工事」「湯尻川護岸及び排水樋門工事」の

工事現場の見学を行ったほか、事業内容の説明を行いました。 

 見学を終えた生徒たちからは、「住民の人たちとのコミュニケーションを大事にして

いることがとてもすばらしいことだと思った。」「公務員の仕事というのは住民の生活

を守るためにある仕事なんだと思いました。」等の感想をいただきました。 

 3日間という短い期間ではありましたが、今回の経験をきっかけに色々なことに興

味を持ち、視野を広げ、今後の進路選択に活かしてもらえれば幸いです。  

鶴岡工業高校生による就業体験 

河川砂防課 河川維持調査担当 ☎ 0235-66-5161 

今年度も開催！“建設部”でのインターンシップ受入れ 

女殺沢川砂防えん堤工事 

湯尻川護岸及び排水樋門工事 

酒田南高等学校の生徒による巡礼体験 
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お待ちかね！ 

「まるっと鳥海わくわく 

キャンペーン2022」開催中！  

 

 鳥海山をまるっと囲んだ、自然豊かな環鳥海地

域の周遊観光や、相互交流の拡大を図るため、

「まるっと鳥海わくわくキャンペーン2022」を開催し

ています。 
 

 環鳥海地域の山形県酒田市、遊佐町、秋田県

由利本荘市、にかほ市の観光スポットでスタンプを

集めて応募すると、合計で200名様に抽選で素敵

なプレゼントが当たるスタンプラリーです。 

詳細はこちらから→ 

「環鳥海地域 観光情報発信サイト」  

庄内産地直売所周遊 

レシートキャンペーン  

 庄内地域の農林水産物産地直売

所で組織する「庄内直売組織連絡

会議」では、8月1日～9月30日まで

の2か月間、キャンペーンを実施して

います。 
 

 応募用紙に加盟店19店舗のうちの2か所以上の

レシート（合計1,000円分以上）を貼って応募する

と、抽選で「産直おすすめ品セット（2,000円相当の

商品）」が当たります。応募用紙、応募箱は各加盟

店舗内に設置しています。 

 皆さん、ぜひ足をお運びください。  

農業技術普及課  

☎ 0235-64-2103 

スマホで棚田めぐり！ 

 ～やまがたの棚田 

     スタンプラリー2022～ 
 

 棚田地域の魅力発信を目的としたスタンプラリーを

開催中です。スマホで参加できる非接触型で、集め

たスタンプ数に応じて特典に応募できます。ぜひご

参加ください！ 
 

◎期間 令和4年7月16日～10月31日 

◎対象 県内の棚田18地区（庄内は鶴岡市越沢・ 

   大網・暮坪・たらのき代、遊佐町藤井の5地区） 

◎詳細は、県HP内の特設サイトでご確認ください！ 

農村計画課 計画調整担当 

☎ 0235-66-5549 

９月10日～９月16日は 

自殺予防週間です  

 国は、9月10日～16日までの1週間を自殺予防

週間と定め、山形県では9月を山形県自殺対策推

進月間と定めています。 

 「眠れない」「憂うつな気分が続く」などの状態は、

こころの不調のサインかもしれません。 
 

 庄内保健所では、精神科医による月1回の定期

相談の他、保健師によるこころの健康相談を随時

受け付けております。1人で悩まずに、まずはご相談

ください。  

こころの健康について 
（庄内保健所） 
県ホームページ 

地域保健福祉課 精神保健福祉担当 

 ☎ 0235-66-4931 

特設サイトは 

こちら↑ 

地域産業経済課 観光振興室 

☎ 0235-66-5493 

環鳥海マスコットキャラクター 

「まるっとくん」 

遊佐町 藤井の棚田 

https://www.pref.yamagata.jp/337027/kenfuku/kenko/hokenjo/shounaihokenjo/kenkoufukushijouhou/shonaikokoro.html
https://yamagatanotanada.tektekstamp.jp/rallies/3
https://kanchokai.net/
https://www.pref.yamagata.jp/337001/kensei/joho/koho/shonainews.html
https://instagram.com/pref_yamagata_shonai
https://m.facebook.com/pref.yamagata.shonai

